






要約  栃木県では便色調カラーカードを使って胆道閉鎖症の早期発見を目的とした新生児

マススクリーニングのパイロットスタディを行った。この方法は産院で母親にカラーカー

ドを渡し、1 か月健診の時の便色調に該当する番号を記入して持参させるもので、産院お

よび 1 か月健診で本症に特有の淡黄色便を発見し、患児に対して生後 60 日以内に肝門部

空腸吻合術を施行することを企図した。94 年 8月 1 日から、95 年 10 月 31 日までの 15 か

月間に、出生児 24,464 名のうち 21,137 名(86.4%)がこの検査を受けた。この検査の陽性

率は 0.09%だった。この間に発生した胆道閉鎖症の患児は 5例でうち 4例は真陰性だった。

残る１例は生後４５日頃に便が淡黄色になったので１か月健診の時点では偽陰性だった。

しかしこれら 5 例はすべて生後 60 日以内に葛西手術を受けて黄疸の消失を見た。以上か

ら便色調カラーカード法は胆道閉鎖症のマススクリーニングに有効な方法と結論した。


